
よ〕 しか し,桂 象に濠 乾が党旗 するだ t:によ ')九 十九 里平野 の演 東 が .この

腰嬢､に菜 や的 に菟 展 す,b也g)と番 われ る U又犬だがス の利用 .東京 一＼Q)磨

産 後 ′ 工嫁 務鉄 に膚塵 釣 である ことな ど を鷹 見る と.今後 工裳 tLかな り鹿

.め られ る と思 われ .この聴感 ,7)農 家.軟度_iSiaい婿･束 に薮 って ゆく 丸dT)と恩

Jl)れる .

茸う埋 璃 豹 に ,きわめて偲 立 であ って.音節 蕗に動 産 と渡_簡 低地 が 歯芽東泉に

ほぼ､孝行 して 果 互に慮っ て し､る レ ♀野 内 で 鴫飼養 地域 中)Lcと した｡叱城 では

列 蝶番∈列 が最 も顕 孝 で あ る J

4)地形 と上地利研 とが非肇 に威容 /i餅原 にあ り .叱 形 lr)農具 がは っき )ど

上 盤利覇上に あ らわれ てい るO即 ち砂 賭 :畑 地 .単二世路 L殊｣象に ,壊周 楓

地 .谷 風 単糖 :易く珪==利用 さ れている o

∫) この軟 球 g)度 象ば ､田 と畑 を弟 馨 し .蚤 普 方式 は.田 :水一徳一毛作 ､脚

:粛花 と して落花 生 .聾者 ,冬作 としてJト象 ､式及 ､(農作 .冬作各 々の二

名 d)郡谷は ,卑 により非常 に変化 か激 しい )をj紡度 し ･雌 に包器 用 として

膚々の作 物 を薮療 して いる Oこの.地腐 れのほ とん ど すべ て の農 家が 嵐 一的

に この榛 rJ'量濠 を行 って いるが 一己 1教 隼東 園老 作物 の戯鹿 が 行 な われる

#_にrlった が 腰薮作物 を鼓嫁 する泉 薮 は 7割鍔 に す ぎ､ない ｡ この竣 成､の

度_魔 の やJkl好米舵 にあ る一

A) 東 泉 に政経 鮭 の鹿 渡にある こと ′官怒 聴 件 に め ぐまれ て いる ご と ′ 両 級

滞米 事象 仇連番 .鹿渡線解 の｣監歩 牢によ って泉紫 か風 琴非 帝 に東北 して い

る ｡象巣 の薮化 は ､圃 宏絹 物 の普及 ､項 恵叱 .解 繊 化 ､蒐 東 農ノ象の増加 ー

東嶺歌 登 q)膚加 ､離対 考d)増加 (泉鼻 骨437カの 不足) I-農 家の朗雌 や増

加 などの点 に見られる｡

那珂川下流南岸の地形と土地利用
一姫方都市鱗淳地球の鼻菓地理的考案 -

Ji渡 辺 正 -j-I

ニC)チ -マヒ象 り讃産んだ教 ヶ月の弼冬研究d)絡 凍J# と して ′又彩 C?な い噂

か ら争論 t:し､う如 Jqしい名 目を濃 かざる を碍 fJかった詞 垂の成一泉と して描 .

留 分なかでらあわ〆しみを賓 じ得 ない ｡ しか しカ＼ら豪 あ った 泉 からやつ と無春用

に-,本 の つなぎ 冒だ らけの 糸 を引 き 出すに似 た感 曜hJr､- つの線 史 を究威 ?

した象り ′Llささか虚鹿 喋簿 の鬼 の なかに- つの慰 め となっ て磨 って し､るq

生東 の消化不 敵 を今度 恵める 考 に叱な Ljな い か ノ命選 の諸.検針 とか節 東方

鹿 につ いてば 学 <から .免 里方の厳々め斉､優 をいた だ き,菱 無 に その車 に;喝
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塵 4)泊庶十重見い出 し ､尊肇 痩/ti,摺 る07が 空費 であ った が ,贋感 と してそう ql

空た のは ＼守宮で ‡しよいか ら 〃武 にかな りの寛解fa,象#)てから腰､ろに考かつ しユ

た g)であ った ｡ヌ それ らガrい かに題 度殉 な ご ヒヒされ てしユて 礼 , 一希一要 約 嬢 軌

の域凄 LLiiる孔 のでは な く ′蚤指 しiL?折 るべ き線 ではな く,膚 泉 の塞登 時吸 熱

しか虜 じ啓 /ilい 亀の と しな け れば ならな しiことを知 った の jt遭 A像 が った膝

に思 われる ｡ 当然 の こヒ t=Lr理 経 した っ も りでいて 乱打か 息 カ＼風 崩できtir

い 4,djであ る -

彼,東番頗 座 として屠 え らyLてし-i,竣 成横座 q)義 孝象 ,D濃 われ などの戯 言寸沖

壁威和命感 の兇 党 ヒいった 頚碑 かぐ.濃 度 督,分か行 な って し-る二塚確 の金屋 であ

るご とを知 ってば じめて新館 ながii,地埋 草 的覇 免の 困凝Fに して 夜鷹~なこ とを

権 った況斉 で ある ｡

畢 ')慮 った ヂ -マの嶺 域 は亀倉には歴 戸昆な くあ 範に思 えて屠 旨を一連 べ届 こ

とば不 可鹿 に且 いので .次 に感 磨 的 にJ盈べてみ る｡

慶 糞､の星番 靭 J姥威 餌発展 とい う虎､カ＼ら茨威 県 は .免償｣均す飽櫨 を顔 し｣凄

さ､て い る とい ってii,過.きて なし,ヒ廉廉 され るか 調 査地 域 ば那珂 )日下親の水

野牽産 地 帝 であ ･)､水 戸 ､勝 田両市をは じめ とする地 方都 市鱗′終･地域 で ある

などC)傑件解 .杷威膚澄,の塵 底 を な してい る と孝 之られ る O地域 の′嘘向 を鹿 錦

化 してみ る と.此薮約 千,上僧 象巌 か へ多<壕及 Z'r地元 C)風発鯛発 ､農贋 墨宮

の向上 に鷹感 句て ある ミLqjと.讃軒規 労助力 C)他鹿虞 への吸収 をは じめ ,東 泉

tJピに よる鹿 貴殿 によっ てし再つぼ慶應 開発 ､星 薯の向上 に足踏 ゑ杓 Ljq,a)ど

の二つが才巴えられ る ｡噂 脅喝 に孟 て. 農 家の 日雀 の対 濠 ヒな って いる私の 払

葱超 できない｡後 者の傾 向 につい てぼ草薮巌 象 占0% とい う碑 異 til及産額戚

愛東 す県金棒 ヒ兇教 し,者｢魔 労胡 カの他 県老 衰が馨 し くな った という鼻血 勿

県 の傾 向 を者 慮､ヒ入れでも,JEK置豹影響 の患 われ ーつ ま り藤 一して雇.打製の泉

外厳農形 怨 を とる塵_ノ路を jJつ とい うこ とば 明 らかで ある }

新風 塞 渡 の親 展 にあ る .最 澄d>冬･直 した 農 象のく鮭膚 腐且 ′ノト鼠 の11&盈農 へ

の吸収 という磨 え方 に飼 して .調 牽敗盛 の現 後 に-つ り一興乳 をみ る才象に思 わ

ytる .

調査壁域 は低湿 fliす JLトド凍域 とい う いきま Ij文句 '/孝恩威､が ちに使 わせる

犀 暫怒後 衛の 牽慮耳 著 しく､ こ も に席 漁 的 な督東 ,年 番 をぼ Lllめと する顕し泉

威､蕗力で桁わ れて い るa帝 に｣虹癒 した広 い 留農産啓 上に農 園 する嵐菜裁猪 は比

軟的密度 昭 であ B が .施 して水 野主終 り嵐僚 星 雷,rJ牽越 す基部 倉 に凍 ては観

葉銀棲 め森厳 櫨 や .水 針を解 り推 薦感 熱 がらり観劇を受 rJ商量減 感 ′ 市腐 魔

の密 で新興農地 との敷 金に率 いむ しろ顔盈 錦 であ/9｡
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永P顔J登を盈 LTて慮 雇 ヒの膏 動塵 発過 は 澄教 化 して いるが菰雇 4)出荷 とは

･:､､/:(1･ト ･:.丸ノ1･ ･[;I.･･/I ;::'t,tr'11･t'.呈:･,･ ､l/･'･J･//･L･;l･ふ∴ /Jt･,/L･.. ･･J､ ～

-弓 こJ7号 あ り , 麟 棟 71の客 人 を 点 じか 労穆1効 率 の高′変,lkが一義透 ノ藍｣藍に′ljl7度 これ

･一･ .- - ●. - ~_.･-≡ I:,･.:/:-/-::･LL l-.I,-.･,i ､H.). . ･I- .

て い るo

躍 って靡,菜粛 癌 L=対す るiJ世斧按 の府 利雄 が今後 どa/l程度 まで援魔 豹 に剰
周､される か息子刺 しかたし- U 又 ､ま弼~愛兼威 首賓 蘭席幻 という形 容 に該 至 する

水 封軍媒 敦 で あ り 県公庫 の二毛作利用 か平鋼 嘉婿 の 暫及 と 共 に後J盈豹で あ

あヒい う息 か ら.鉱 泉 り濫掘利 用 に対 すE,屠 え亮 一- 盈 ～なた 投花 等 てば 繋

鍵域 にお い てLb二毛作 叱 ば 余 り老 え られ甘い u土鍵剰 周の変化 に つい てはむ

しる珂液 酸ftB-ZiJ曾蟹面 の経 鬼 土煙鹿 骨 に於 て､産 雀 約 番 素に促 された蔽操

の 年取Hi.の方が犬 であ ろうと二軽索 され る .後産 ぽこの上地 産 ＼､野 方 ',と呼 zF

漁選戯癌 に闘 L/て い f下 タ に対 しC¢づJU/tAed を緒 ち徹 して甘藷 -一度 の 単純
-/J､輪 作 jlT'/,式 が とられ ていろ .

Liす れに しても労功Ji爵膚 の面 で舷産衆 との後 金 とし､う社 会#)東件 が藤 々

才)形て磯 城 の巌腰_釣 土地 剰 周りノ経度 的 方向 憂慮 敷 する であ ゐこ とは~否 め なし､｡

牟塵 の軒7向 に ついては あ くま で こ線束 の噴 泉の 弟 が償 え得 る ことてあ L)､嵐 の

施療 有能 な威 てJd-ないと痛感 させ ら れたcT)払圃 数枚成 り姥壁 的僚 件 の夜鷹 さ

を㈲漁 る 丸の で もあ ろう oま さに生 d)晩 夏 に藤･L,て時 局 に即 して頻 を鬼 える

こ とがて きた のば私 にすぎ'た廉 と云 見るて･あ ろ う｡

巡 頼 言己

岡 巡 倹

4年 (昭和34年産生)

r東泉藍Q)上里竣IS大慶 よ ､腰 空下覇ぺ LrLゝか な いと夜 塞 かせ て iJら え紘

い 射 こrtJるわよ ｣ と上藤 生 から 覇難 い ご注番 を牽 け ては いた のだいが .葛試験

中の密教 がぬ けたせ いて哲 琶ボ -ツヒ過 して しま い ､ 二 g)勉 強 象 を険 しj

てばそU)前日塩新 党客に現 われる者 fjでな (,争いに尭畦を壕 が 庭 た暴虐 では

あ った む

それて､､iJ竃 [‖ま壇 fJま 定 C)尤 隊 で .//八 が索 郎 . それに先輩 の解 れ さん が､

和 打 ったb //嘩 03 分 鶴崎膚 ,駅 前 に播 ブ け された県 のマ イ クロバ スで先
'.Jご;.


